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6 ☞　担当部課長で協議のうえ、評価してください。
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9 最終評価（行政改革推進本部）　Ⓒ

□ ■ □ □

10

整理番号 028☞　位置付けられている計画等または該当する根拠法令及び市条例等が複数ある場合，代表的なものを１～２個記入してください。

対象

目的

決まっている終期

　事務事業の概要

位置付けられ
ている計画等

☞　予算事業全体について記入して下さい。

男女共同参画推進・啓発経費 補助区分 国補 県補 一般会計年度まで）

常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略 その他の計画 名称 常総市男女共同参画推進条例、常総市男女共同参画推進本部設置規定市の条令・要綱・規則等

担当課評価　Ⓒ ☞　実施したことによる成果や課題を記入してください。

市単 決まっていない

　事務事業の実績　Ⓓ

400目標値人

　事務事業の基本情報

事務事業名

内容・手段

講演会、講座等の延べ参加者数

担当部 担当係担当課 人権推進課市民生活部

第2次常総市男女共同参画計画（後期実施計画2019年度～2023年度）

常総市復興計画 市民等からの要望
じょうそう未来創生プラン前期基本計画 市長マニフェスト「常総創生への道しるべ」

目標未達成
成
果

講演会や講座、セミナー等の開催、啓発グッズの作成及び配布を通し、男女共同参画の推進・啓発を行う。また、共同参画広報紙や共同参画だよりの発
行や、市ホームページでの法改正、各種事例等の紹介等により情報提供を行い、意識改革を図る。

款

2 1

項 目

8

事業

1

予算

市民各自の意識向上度合いを数値化することは難しく、また男女共同参画は関係項目が多岐にわたることから、直接的な情報提供機会に触れることを指標とした。
なお、本事業の目標値については、第２次常総市男女共同参画計画でも目標値を設定している（地方自治法第202条の3に基づく）女性登用率を平成30年度まで用
いていたが、条例上あて職としている会も多く、特定の方が重複していることも多いため、より市民に広く推進・啓発を行う目的とあうよう令和元年度より変更した。

会計名

男女共同参画係

男女共同参画社会基本法、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律国の定める法律
国・県からの通達等

根拠法令及び
市条例等

実施計画調書 新規 拡充 縮小年度年度 事務事業評価（令和元度実施事業事後評価）シート ／ 令和３ 休止・廃止

特定財源 千円

歳出 計

指標名

事
業
内
容

計 573 千円

人 目標値

573一般財源 千円

講演会、講座等の延べ参加者
数

単位

歳入

千円

特定財源

計 573 千円

千円

一般財源 573

特定財源 千円

歳入千円 一般財源 573

計 573 千円 計 573

計 573

千円

歳出

　実施計画　Ⓟ

令和２

単位目標値 400

目標
年次

年度

人

事
業
内
容

成果
指標

指標名

予
算
額

指標名

歳入

指標名

① 男女共同参画に関わる会議の開催　各会１回
　　　・男女共同参画推進審議会
　　　・男女共同参画推進本部会議
　　　・男女共同参画推進委員会
② 男女共同参画講演会の開催　１回
③ デートDV防止講座の出張実施（市内高校にて予定）
④ 啓発品の作成及び配布
⑤ 女性に対する暴力をなくす運動に関わる啓発活動の実施
　　　・豊田城でのライトアップ
　　　・市長等によるパープルリボン着用
　　　・イベント時のリーフレット等配布
⑥ 『共同参画広報紙「じょうそう」』の発行及び全戸配布
⑦ 『共同参画だより』の発行及びホームページ掲載

① 男女共同参画に関わる会議の開催　各会1回
　　　・男女共同参画推進審議会
　　　・男女共同参画推進本部会議
　　　・男女共同参画推進委員会
② 男女共同参画講演会開催１回
③ デートDV防止講座を市内高校にて出張実施１校
④ 啓発ティッシュの作成及び配布　1,000個
⑤ 女性に対する暴力をなくす運動に関わる啓発活動の実施
　　　・豊田城でのパープルライトアップの実施　２週間
　　　・市長等のパープルリボン着用
　　　・イベントに合わせ関連リーフレット等の配布
⑥ 『男女共同参画広報紙「じょうそう」』発行及び市内全戸配布
⑦ 『男女共同参画だより』発行（４回）及びホームページ掲載
⑧ 法改正に伴う資料等の企業配布　各120部
⑨ 職員向け「職場等におけるハラスメントに関するアンケート調
　　査」実施　及び研修会の実施

① 第2次常総市男女共同参画計画（後期実施計画）の策定
② 男女共同参画に関わる会議の開催（男女共同参画計画
　　（後期実施計画）策定年度のため各会３回開催）
　　　　・男女共同参画推進審議会
　　　　・男女共同参画推進本部会議
　　　　・男女共同参画推進委員会
③ 男女共同参画推進講演会開催１回
④ 男女共同参画推進セミナー開催
⑤ 「DVと子どもの虐待」相談員養成講座受講者研修会開催１回
⑥ 『男女共同参画広報紙「じょうそう」』発行及び市内全戸配布
⑦ 『男女共同参画だより』発行（６回）及びホームページ掲載

今年度（令和元年度）前年度（平成30年度）

２年間の主な事業内容（実績）

令和４年度

単位 人
講演会、講座等の延べ参加者
数

講演会、講座等の延べ参加者
数

令和元年度 59567

円

令和２

① 男女共同参画に関わる会議の開催　各会１回
　　　・男女共同参画推進審議会
　　　・男女共同参画推進本部会議
　　　・男女共同参画推進委員会
② 男女共同参画講演会の開催　１回
③ デートDV防止講座の出張実施（市内高校にて予定）
④ 啓発品の作成及び配布
⑤ 女性に対する暴力をなくす運動に関わる啓発活動の実施
　　　・豊田城でのライトアップ
　　　・市長等によるパープルリボン着用
　　　・イベント時のリーフレット等配布
⑥ 『共同参画広報紙「じょうそう」』の発行及び全戸配布
⑦ 『共同参画だより』の発行及びホームページ掲載

市民、市内事業所及び市民団体

男女共同参画社会の実現に向け、市・市民・事業主・市民団体がそれ
ぞれの役割を十分認識できるよう啓発を行う。

　事務事業の主たる成果指標 ☞　数値目標の設定が困難な場合は，文言目標でも結構です。なお，設定が困難な事業は空欄とし，設定できない理由を分かりやすく・具体的に記入してください。

評
価
理
由

現代においても厳然と存在する男女観を変えていくのは，生半可なことで
はない。時宜を得た講演や提案の機会を設けることによって，新たな気付
きとともに視点の転嫁や視野の拡大を提供し続けるべきである。

① 男女共同参画に関わる会議の開催　各会１回
　　　・男女共同参画推進審議会
　　　・男女共同参画推進本部会議
　　　・男女共同参画推進委員会
② 男女共同参画講演会の開催　１回
③ デートDV防止講座の出張実施（市内高校にて予定）
④ 啓発品の作成及び配布
⑤ 女性に対する暴力をなくす運動に関わる啓発活動の実施
　　　・豊田城でのライトアップ
　　　・市長等によるパープルリボン着用
　　　・イベント時のリーフレット等配布
⑥ 『共同参画広報紙「じょうそう」』の発行及び全戸配布
⑦ 『共同参画だより』の発行及びホームページ掲載

事務事業の方向性
拡充 現行どおり 縮小

☞　実施計画のみ作成する場合も記入してください。事務事業の改善点と理由　Ⓐ　

現状維持

年度

千円 歳出

400

休止・廃止

千円573

単位
指標及び目標値設定の考え方

（または設定できない理由）

成
果
内
容
分
析

講演会やセミナー等への参加者数は伸び悩みとともに固定化がみられ、
目標未達成の状況だが、市ホームページの更新頻度の向上、男女共同
参画だよりや関連資料の内容及び配布・掲示先の見直し等により情報提
供の質向上を進めており、既存の参加者層だけでなく、現在働いている方
や子育て中の方等、様々な層への働きかけを行っている。

課
題

より多くの方に男女共同参画に興味をもってもらうためには、変化する社
会情勢に合わせた幅広い情報提供を継続的に行い、興味関心を想起さ
せる層を広げる必要がある。そのため情報提供の頻度及び質向上に努
めるとともに、講演会やセミナー等のテーマや開催方法についても、様々
な立場の方が参加しやすいように配慮し、対象を意識した幅広く柔軟な開
催による推進を図る。

円

400

担当部長評価のとおりでよい。
社会における実情を変えることはなかなか難しいが,講演会やセミナーを実施していくことで真
の男女共同を推進して欲しい。参加者の固定化を打破するためには，もう一歩踏み込んだ事
業展開を希望する。

事務事業の方向性

評
価
理
由

第二次常総市男女共同参画計画が、作成され動き出している。さらにこの
事業を推進していく重要な年度である。情報提供はもとより、講演会やセ
ミナーへの参加等を促し、さらなる推進を図りたい。計画された年次計画
に基づき実施していきたい。

行政改革懇談会（市民）の意見

担当部長評価　Ⓒ

令和２年度 令和３年度

目標値

特定財源

一般財源

目標に対する実績値

（住民一人あたりの行政コスト）

決算額
内
訳

特定財源

円

459,866 円 459,866

663,275

11（住民一人あたりの行政コスト）

目標に対する実績値

356

8

円

円

人

☞　今後3年間について，何を・どの程度実施していくか具体的に記入してください。なお，予算額の『歳出の計』と『歳入の計』は一致させてください。

特定財源

円 一般財源

（住民一人あたりの行政コスト）

決算額
内
訳

目標に対する実績値

一般財源

1,992,910

決算額
内
訳

1,992,910

28

33

円

円

％

平成29年度 60461

平成30年度 59995

円

円

％

円

26

663,275


